
★はじめに
『新型コロナウイルス』の感染拡大が隣村白馬村で続いています。GO　TO　キャンペーンであれだけ都会の人達が

大勢来村していた割には発症の話題が無いのも不思議でした。現在長野県警戒感染レベル「５」、「医療非常事態宣言」
発出中ですが、私達に出来ることは、手指消毒、マスクの着用、人混みへの不要な外出を避けること。
体調管理に留意して、しばらく休日は自宅で過ごすのがよろしいようです。

★工事の進捗状況と来月の予定
年末年始の連休明けから除雪作業が続きましたが、順調に帯工コンクリート打設を2回行うことが出来ました。

来月は最終スパンのコンクリート打設、ラバースチールの設置、ブロックの設置を行う予定です。
引き続き鷲澤さんとの河川進入路を供用、除雪作業等お互い協力して作業するようお願いします。

★1月度専門官工区安全協議会パトロールについて
指摘事項として1)除雪箇所にて雪と地山の境界が

はっきりしないので危険。
2)仮橋覆工板がずれており隙間が大きいので危険。
を受けました。作業継続中は常に起こりうる事項なので
気が付いた方は報告して頂き、随時修正していきたいと
思います。
工事のメドも立って来ましたが、今まで以上に皆で協力
して降雪とうまく付き合いながら無事故無災害で工事を
終えるよう引き続きご協力宜しくお願い致します。
また、現場で気が付いたこと、気になることがあれば
どんどん提案してください。

★持病について
皆？十年も生きているとあちこち痛い、悪いところが

ありませんか？私は腰痛持ちで、寒くなると痛くなります。
労働者の持病の内訳は、「腰痛」２５．９％、「高血圧」２２．３％
「高脂血症」１３．４％、「胃腸病」１３．１％だそうです。
あと、「痔」、「膝痛」、「肩痛」もよく聞かれます。
痛いところがあるのは辛いものです。
健康第一でお互い体のケアに努めましょう。
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1月末現場状況

１）雪と地山の境が不明瞭

2)覆工板の隙間が大きい
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